
中
国
に
お
け
る
西
ア
ジ
ア
商
人

―
「
蕃
客
」「
舶
主
」
を
め
ぐ
っ
て

―

百
　
田
　
篤
　
弘

は
じ
め
に

中
国
で
は
、
早
く
か
ら
ペ
ル
シ
ア
な
ど
の
西
ア
ジ
ア
商
人
が
来
朝
し
、
盛
ん
に
交
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
九
〜
十
世
紀
頃
の
中
国
の
こ
と
を
伝
え
る
ア
ラ
ビ
ア
史
料
『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』
は
、
黄
巣
の
乱
（
八
七
五
〜
八
八
四
）
の

頃
に
、
十
二
万
人
も
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
外
国
商
人
が
広
東
省
の
広
州
に
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
１
）

。

本
稿
で
は
、
中
国
史
料
に
見
え
る
「
蕃
客
」「
舶
主
」
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
、
彼
ら
西

ア
ジ
ア
商
人
の
実
像
を
追
っ
て
み
た
い
。

「
蕃
客
」
は
、
早
い
例
は
六
世
紀
の
北
魏
の
記
録
に
見
え
、
遅
い
例
で
は
元
代
、
清
代
の
記
録
に
も
見
ら
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
用
い

ら
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。
語
義
か
ら
す
れ
ば
中
国
に
滞
在
す
る
外
国
人
を
さ
す
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
用
例
で
は
、
中
国
政
府
が
特
別
な
待
遇
を
与
え
た
外
国
人
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
こ
に
は
「
賓
客
」
と
し

3



て
の
性
格
も
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
蕃
客
に
は
、
と
く
に
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
教
国
を
さ
す
大
食
の
人
で
あ

る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ム
商
人
の
活
動
の
実
態
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
。

い
っ
ぽ
う
、「
舶
主
」
は
、
早
く
は
五
世
紀
初
め
の
東
晋
の
記
録
に
見
ら
れ
、
下
っ
て
は
十
六
世
紀
の
明
の
時
代
の
記
録
に
も
見
え
、

や
は
り
長
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
語
義
か
ら
す
れ
ば
船
舶
の
所
有
者
を
意
味
す
る
が
、
唐
代
の
史
料
に
は
、
中
国
南
方
の
地
域
で

は
ペ
ル
シ
ア
人
の
こ
と
を
「
舶
主
」
と
呼
ぶ
と
伝
え
る
も
の
が
あ
り
、
や
は
り
西
ア
ジ
ア
商
人
と
関
係
の
深
い
言
葉
で
あ
る
。「
舶
主
」

は
さ
ら
に
宋
代
、
明
代
の
記
録
に
も
見
え
、
や
は
り
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、「
蕃
客
」「
舶
主
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
用
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
す
る
。
二
つ
の
言
葉
を

通
し
て
、
西
ア
ジ
ア
商
人
の
活
動
の
実
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
み
た
い
。

一
、「
蕃
客
」
に
つ
い
て

「
蕃
客
」
の
蕃
は
、
も
と
も
と
草
の
広
が
る
さ
ま
を
意
味
し
、
中
国
で
は
、
中
華
思
想
に
基
づ
い
て
、
異
民
族
の
国
を
草
地
の
広
が
る

未
開
の
地
と
の
意
味
を
込
め
て
蕃
と
呼
ん
で
お
り
、
中
国
か
ら
見
た
と
き
の
異
国
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
の
意
味
を
敷
衍
し

て
隣
国
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る
が
（
２
）
、
異
国
の
意
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蕃
客
は
異
国
か
ら

来
た
客
人
の
意
と
な
る
。

「
蕃
客
」
の
早
い
時
代
の
例
を
あ
げ
る
。『
魏
書
』
食
貨
志
に
、
正
光
年
間
（
五
二
〇
〜
五
二
四
）
後
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
見

え
る
。正

光
の
後
、
四
方
、
多
事
に
し
て
、
加
え
る
に
水
旱
を
以
っ
て
す
。
国
用
不
足
し
、
預
め

　
あ
ら
か
じ
　

天
下
六
年
の
租
調
を
折
さ
し
ひ
い
て
之
を
徴
す
。

（
中
略
）
有
司
、
又
内
外
百
官
及
び
諸
蕃
客
に
奏
し
て
稟
食
及
び
肉
を
悉
く
二
分
し
て
一
を
減
ず
（
３
）
。

4
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北
魏
（
三
八
六
〜
五
三
四
）
の
時
代
の
記
録
で
あ
る
が
、
旱
魃
な
ど
で
国
用
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
内
外
の
百
官
お
よ
び
諸
々
の
蕃

客
に
対
し
て
支
給
す
る
食
料
を
削
減
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
蕃
客
は
、
政
府
の
官
吏
と
同
じ
よ
う
に
国
か
ら
食
料
を
支

給
さ
れ
て
い
る
。
単
に
中
国
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

中
国
史
料
に
は
蕃
客
と
は
別
に
外
国
人
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
「
蕃
人
」
の
語
も
見
え
る
。『
北
史
』
竇
熾
伝
に
、
北
魏
の
孝
武
帝

（
在
位
五
三
二
〜
五
三
三
）
の
頃
、
外
国
か
ら
朝
貢
に
来
て
い
た
複
数
の
国
々
の
外
国
人
の
こ
と
を
「
諸
蕃
人
」
と
し
た
例
が
あ
る
（
４
）
。
単
に

中
国
滞
在
の
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場
合
は
「
蕃
人
」
の
語
が
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
蕃
客
に
は
、
客
人
と
し
て
遇
す
べ
き
外
国

人
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

や
や
下
っ
て
、『
隋
書
』
刑
法
志
に
は
、
仁
寿
（
六
〇
一
〜
六
〇
四
）
の
頃
の
こ
と
を
記
し
た
中
に
「
蕃
客
館
」
と
見
え
、
蕃
客
専
用
の

接
待
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

仁
寿
中
、
法
を
用
い
る
に

益
ま
す
ま
す

峻き
び

し
く
、
帝
、
既
に
喜
怒
恒
な
ら
ず
、
復
た
科
律
に
依
準
せ
ず
。
時
に
楊
素
、
正
に
委
任
さ
る
。

（
中
略
）
素
、
鴻
臚
少
卿
の
陳
延
に
不
平
あ
り
。
蕃
客
館
を
経
る
に
、
庭
中
に
馬
屎
有
り
。
又
庶
僕
、

上
に
て
樗
蒲
（
賭
博
の
意
）
す
。

旋か
え

り
て
以
て
帝
に
白
う
。
帝
、
大
い
に
怒
り
て
曰
く
「
主
客
（
外
国
の
こ
と
を
司
る
官
）、
庭
内
を
灑
掃
せ
ざ
ら
し
め
、
掌
固
（
官
職
の
一

つ
）、
私
戯
を
以
て
官
　
を
汚
敗
す
。
罪
状
、
何
い
か
ん
ぞ
以
て
此
に
加
え
ん
」

　
（
５
）
。

こ
こ
で
は
隋
の
文
帝
（
在
位
五
八
一
〜
六
〇
四
）
の
暴
政
を
伝
え
て
お
り
、
楊
素
な
る
人
物
が
、
鴻
臚
少
卿
で
あ
っ
た
陳
延
に
不
平
が
あ

っ
て
、
た
ま
た
ま
蕃
客
館
の
庭
に
馬
糞
が
落
ち
て
い
た
り
、
官
吏
た
ち
が
館
内
で
賭
博
に
興
じ
て
い
た
り
し
た
の
を
見
か
け
、
そ
れ
を
文

帝
に
告
げ
て
陳
延
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
容
か
ら
蕃
客
館
が
外
国
客
を
応
接
す
る
場
所
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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刑
法
志
に
見
え
る
「
鴻
臚
少
卿
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
・
百
官
志
に
、

鴻
臚
寺
、
蕃
客
の
朝
会
、
吉
凶
・
弔
祭
を
掌
る

　
つ
か
さ
ど
　

。
（
６
）
　

と
あ
っ
て
、
鴻
臚
寺
は
外
国
人
を
応
対
す
る
役
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
蕃
客
を
遇
す
る
こ
と
が
公
式
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
蕃
客
館
は
仁
寿

中
に
は
鴻
臚
少
卿
の
陳
延
の
所
管
で
あ
る
か
ら
鴻
臚
寺
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
役
人
も
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
蕃
客

館
も
ま
た
公
式
の
政
府
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

唐
代
（
六
一
八
〜
九
〇
七
）
に
な
る
と
、
も
う
少
し
蕃
客
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
見
え
始
め
る
。『
旧
唐
書
』
代
宗
紀
に
、
大
暦
七

年
（
七
七
二
）
の
こ
と
と
し
て
、

秋
七
月
癸
巳
、
迴

蕃
客
、
長
安
県
令
の
邵
説
の
乗
る
所
の
馬
を
奪
う
に
、
人
吏
禁
ず
る
こ
と
能
わ
ず
（
７
）
。

と
見
え
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
蕃
客
が
、
役
人
の
馬
を
強
奪
す
る
と
い
う
不
法
を
働
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
国
家
の
客

人
と
し
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
開
元
年
間
（
七
一
三
〜
七
四
一
）、
番
禺
（
広
東
省
広
州
）
に
「
蕃
客
大
首
領
伊
習
賓
」
と
い
う
も
の
が
い
て
、

中
国
の
役
人
か
ら
、
イ
ン
ド
人
の
密
教
の
高
僧
で
あ
る
不
空
ら
を
海
路
南
イ
ン
ド
、
師
子
国
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
へ
送
る
船
の
手
配
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
。

空
、
自
ら
本
尊
に
対
し
て
祈
請
す
る
こ
と
旬
日
な
り
。
文
殊
を
現
身
に
感
ず
。
及な

ら

び
に
将
に
舟
に
登
ら
ん
と
す
。
採
訪
使
、
番
禺
界



の
蕃
客
大
首
領
伊
習
賓
等
を
召
誡
し
て
曰
く
、
今
、
三
蔵
、
南
天
竺
・
師
子
国
に
往
か
ん
と
す
。
宜
し
く
船
主
に
約
束
せ
し
め
て
、
好

く
三
蔵
并
び
に
弟
子
含
光
慧
　
等
三
七
人
、
国
信
等
を
彼

か
な
た
へ
達お
く

り
て
疎
失
せ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
（
８
）
。

大
首
領
と
あ
る
の
は
、
番
禺
在
の
外
国
人
の
な
か
で
も
中
心
的
な
人
物
で
あ
ろ
う
し
、
遠
距
離
航
海
の
交
易
船
の
船
主
を
配
下
に
従
え

る
富
商
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
そ
の
人
物
と
し
て
の
重
要
度
が
推
察
で
き
る
。
国
家
の
客
人
と
し
て
遇
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で

あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

文
宗
の
「
太
和
八
年
（
八
三
四
）
疾
愈
徳
音
」
は
、
嶺
南
（
広
東
省
な
ど
）、
福
建
、
揚
州
に
蕃
客
が
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
政
府

か
ら
厚
遇
さ
れ
て
い
る
。

南
海
の
蕃
舶
、
本
よ
り
化
を
慕
う
を
以
て
来
れ
り
。
固も

と

よ
り

在
ほ
し
い
ま
ま
に
接
も
て
な
す
に
恩
仁
を
以
て
し
、
使
、
其
れ
感
悦
す
。
比
年
長
吏
、
多

く
徴
求
に
務
め
、
嗟
怨
の
声
、
殊
俗
（
異
国
の
意
）
に
達い
た

る
を
聞
く
が
如
し
。（
中
略
）
遠
人
未
だ
安
ん
ぜ
ず
、
率
税
猶
お
重
き
こ
と
を

深
慮
す
。
矜
恤
（
哀
れ
み
恵
む
意
）
有
ら
ん
こ
と
を
思
う
に
、
綏
懐
（
安
ん
じ
懐
か
せ
る
意
）
を
示
す
を
以
て
す
。
其
れ
嶺
南
・
福
建
及
び

揚
州
の
蕃
客
、
宜
し
く
節
度
観
察
使
に
委
ね
、
常
に
存
問
（
慰
問
の
意
）
を
加
え
、
舶
脚
・
収
市
・
進
奉
を
除
く
外
、
其
れ
来
往
通
流

し
、
自
ら
交
易
を
為
す
に
任
せ
、
率
税
を
重
加
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
む
べ
し
（
９
）
。

海
外
か
ら
の
交
易
商
人
の
交
易
活
動
に
対
し
て
は
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
が
、
重
税
だ
っ
た
よ
う
で
「
嗟
怨
の
声
」
が
国
外
ま
で
達
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
嶺
南
、
福
建
、
揚
州
に
い
た
蕃
客
に
対
し
て
、
節
度
観
察
使
を
通
じ
て
日
常
的
に
慰
問
さ
せ
る
と
と
も
に
、

皇
帝
へ
の
進
奉
品
な
ど
を
除
い
た
品
物
は
自
由
な
交
易
を
許
し
、
税
が
重
加
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
さ
せ
て
い
る
。

十
世
紀
の
記
録
で
あ
る
『
旧
五
代
史
』
で
は
、
後
梁
（
九
〇
七
〜
九
二
二
）
の
時
代
に
、
外
国
か
ら
の
公
式
の
外
交
使
節
と
し
て
来
朝
し

中国における西アジア商人
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た
朝
貢
使
節
が
蕃
客
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
乾
化
元
年
〈
九
一
一
〉
六
月
）
詔
し
て
曰
く
「
四
夷
よ
り
来
れ
る
王
、
歴
代
の
故
事
に
、
前
後
各
強
弱
に
因
り
、
撫
制
し
て
互
い
に

典
儀
有
り
。
大
蕃
は
須
く
威
容
を
示
す
に
、
即
ち
正
衙
に
於
い
て
引
対
す
。
小
蕃
は
但
恩
沢
を
推
し
あ
た
え
る
に
、
仍

す
な
わ
ち
便
殿
に
於
い

て
撫
懐
す
。（
中
略
）
若
し
大
蕃
の
入
朝
に
遇
わ
ば
、
即
ち
旧
儀
に
准
ず
（
中
略
）」
時
に
百
僚
、
入
閤
班
退
の
後
、
卻
し
り
ぞ
け
て
朝
貢
蕃
客

を
引
対
す
（
10
）

。

こ
こ
で
は
、
外
国
を
「
小
蕃
」
と
「
大
蕃
」
に
区
別
し
、
大
国
で
あ
る
大
蕃
は
「
正
衙
」
で
引
対
す
る
と
い
い
、
丁
重
に
遇
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
小
国
で
あ
る
小
蕃
へ
の
対
応
は
簡
略
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
別
殿
で
あ
る
便
殿
で
撫
懐
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
大
国
の
朝
貢

使
節
は
蕃
客
と
記
さ
れ
、
百
僚
が
退
出
し
た
後
に
、
朝
貢
蕃
客
の
み
と
会
見
し
た
と
い
う
。
同
じ
外
国
の
朝
貢
使
節
で
も
、
特
に
大
国
の

使
節
を
蕃
客
と
呼
び
、
厚
遇
し
た
よ
う
で
あ
る
。

も
と
も
と
蕃
客
と
は
、
そ
う
し
た
大
国
で
あ
る
外
国
か
ら
の
公
式
の
賓
客
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
高
位
の
外
国
人
に
対
す
る
呼
称

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
唐
代
に
お
い
て
、
西
ア
ジ
ア
の
商
人
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
蕃
客
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
先
に
引
用
し
た
と
お
り
、
文
宗
の

「
太
和
八
年
疾
愈
徳
音
」
は
嶺
南
、
福
建
、
揚
州
に
蕃
客
が
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
が
、『
新
唐
書
』
�
景
山
伝
に
、

神
功
の
兵
揚
州
に
至
り
、
大
い
に
居
人
を
掠か

す

め
、
冢
墓
を
発あ
ば

く
。
大
食
・
波
斯
の
賈
胡
、
死
せ
る
者
数
千
人
な
り
（
11
）

。

と
見
え
、
安
史
の
乱
の
渦
中
で
あ
っ
た
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
に
、
田
神
功
が
揚
州
を
掠
奪
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
数
千
人
の
大
食
、
波
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斯
の
商
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
録
を
引
い
て
、
桑
原
隲
蔵
氏
は
、
太
和
八
年
（
八
三
四
）
頃
に
嶺
南
、
福
建
、
揚
州
に
い
た
蕃
客
に
は
こ
う
し
た
西
ア
ジ
ア
商

人
が
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
（
12
）

。
先
に
見
た
よ
う
に
ア
ラ
ブ
史
料
が
黄
巣
の
乱
の
あ
っ
た
九
世
紀
後
半
頃
、
広
州
に
十
二
万
人
も
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
ら
が
い
た
と
伝
え
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
揚
州
に
数
千
人
の
大
食
・
波
斯
の
商
人
が
い
た
と
い
う
の
も
誇
張
と
ば
か
り
は

い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
北
魏
の
時
代
の
早
い
例
に
お
い
て
も
、
蕃
客
は
中
国
政
府
か
ら
食
料
を
支
給
さ
れ
、
国
家
の
客
人
と
し
て
遇

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
単
に
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
隋
書
』
礼
楽
志
に
見
え
る
「
蕃
客
朝
会
」

も
皇
帝
と
の
公
式
の
会
見
と
見
ら
れ
、
五
代
の
後
梁
の
頃
に
は
朝
貢
使
節
が
蕃
客
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
蕃
客
は
、
中
国
政
府
が
公
式
に
客

と
し
て
遇
し
て
い
た
外
国
人
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
、
宋
代
史
料
に
見
え
る
「
蕃
客
」

唐
代
に
お
い
て
、
蕃
客
に
は
西
ア
ジ
ア
商
人
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
桑
原
隲
蔵
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
が
、
宋
代
史
料

に
は
個
々
の
西
ア
ジ
ア
商
人
を
蕃
客
と
呼
ん
だ
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。『
宋
史
』
外
国
伝
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
に
見
え
る
例
を
年

代
順
に
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
﹇
咸
平
二
年
（
九
九
九
）﹈
大
食
国
蕃
客
蒲
押
提
黎
、
其
の
判
官
文
戌
を
遣
わ
し
来
貢
す
（
13
）

。

○
﹇
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）﹈
其
の
秋
、
蕃
客
蒲
加
心
至
る
（『
宋
史
』
大
食
国
伝
）
（
14
）

。

○
﹇
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）﹈
大
食
蕃
客
李
麻
勿
、
玉
圭
長
さ
尺
二
寸
を
献
ず
（
15
）

。

○
﹇
大
中
祥
符
九
年
（
一
〇
一
六
）﹈
十
一
月
、
大
食
蕃
客
截
沙
蒲
黎
、
金
銭
銀
銭
各
千
文
を
以
て
来
貢
し
、
且
つ
天
顔
を
朝
拝
す
る
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こ
と
を
求
む
。
詔
し
て
、
内
侍
省
に
入き
た

ら
し
め
、
崇
政
殿
に
引
対
し
、
其
の
直
あ
た
い
を
優
給
（
手
厚
く
待
遇
す
る
意
）
し
て
、
之
を
遣
わ
す
（
16
）

。

○
﹇
天
禧
元
年
（
一
〇
一
七
）﹈
六
月
、
大
食
国
蕃
客
麻
思
利
等
に
詔
し
、
物
色
（
物
産
と
税
）
に
回
示
（
回
答
）
す
る
に
、
縁
路
商
税
の

半
を
免
ぜ
し
む
（
17
）

。

○
﹇
紹
興
六
年
（
一
一
三
六
）﹈
提
挙
福
建
路
市
舶
司
言
う
に
、
大
食
蕃
客
蒲

辛
の
状
に
、
本
蕃
は
乳
香
を
出
産
す
る
に
係
り
、
自
ら

蕃
に

え
び
す
　
　
就
お
も
む
か
ん
と
し
て
船
一
隻
を
造
り
、
広
載
し
、
�
�
（
連
な
り
続
く
意
）
し
て
泉
州
市
舶
に
入き
た

れ
り
。
進
奉
（
献
上
の
意
）
し
、
抽

解
（
徴
税
）
さ
れ
、
綱
首
に
比
附
（
同
等
の
処
遇
を
受
け
る
意
）
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
と
（
18
）

。

国
名
の
わ
か
る
蕃
客
は
、『
宋
史
』
外
国
伝
と
『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
を
見
る
限
り
、
右
に
あ
げ
た
六
例
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
全
て

が
大
食
の
人
、
ア
ラ
ブ
人
で
あ
る
。

桑
原
隲
蔵
氏
は
、
北
宋
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
）
末
の
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
に
な
っ
た
朱

の
『
萍
洲
可
談
』
が
、
広
州
の
外
国
人

居
留
地
で
あ
る
蕃
坊
に
い
た
外
国
人
「
蕃
人
」
が
豚
肉
を
食
べ
な
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
多
く
が
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
（
19
）

。

桑
原
氏
の
指
摘
は
、『
宋
史
』
外
国
伝
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
の
伝
え
る
と
こ
ろ
と
よ
く
符
合
し
、
実
際
に
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
中

国
に
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
は
ア
ラ
ブ
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
右
に
見
た
蕃
客
の
人
物
名
に
は
蒲
姓
が
多
く
、
こ
れ
は
ア
ラ
ブ
人
の
名
前A

bu

（
父
の
意
）
の
音
訳
と
の
説
が
あ
る
（
20
）

。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
異
論
も
あ
り
、
厳
密
にA

bu

の
音
訳
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蒲
姓
の
人
物
名
に
は
ア
ラ
ブ
人
の
名
前
の
音

訳
と
見
ら
れ
る
例
が
多
く
、
そ
う
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
蒲
姓
は
ア
ラ
ブ
人
も
し
く
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
示
す
と
見
る
の
が
妥
当
の
よ
う

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蕃
客
の
「
客
」
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
関
連
し
て
、
十
二
世
紀
初
め
に
、
日
本
に
来
朝
し
た
中
国
商
人
が
携
行
し
て
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い
た
文
書
に
、
外
国
と
の
交
易
に
つ
い
て
の
規
定
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

大
遼
国
に
往
け
る
者
、
徒
参
年
と
し
、
仍

す
な
わ
ち
奏
裁
す
。（
中
略
）
旧
市
舶
法
を
勘
会
す
る
に
、
商
客
前す
す

み
て
三
佛
齊
（
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ

ジ
ャ
ヤ
･
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
辺
に
あ
っ
た
国
）
等
の
処
に
至
る
を
許
す
と
雖
も
、
高
麗
・
日
本
・
大
食
の
諸
蕃
に
至
る
は
、
皆
法
禁
有
り
て

許
さ
ず
。
諸
蕃
国
を

へ

る
に
、
遠
く
大
海
を
隔
て
、
豈
に
能
く
中
国
を
窺
伺
せ
ん
や
。
法
禁
有
り
と
雖
も
、
亦
よ
く
断
絶
せ
し
む
る
こ

と
能
わ
ず
。
法
を
冒
し
、
私ひ
そ

か
に
去ゆ

く
こ
と
を
免
れ
ず
。
今
、
此
の
界
さ
か
い
を
除
か
ん
と
欲
す
。
交
趾
（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
外
、
其
の
余
の
諸

蕃
国
、
未
だ
嘗
て
中
国
の
客
と
為
ら
ざ
る
者
、
並
び
に
前
去
す
る
こ
と
を
許
す
（
21
）

。

こ
の
文
書
は
、
中
国
の
対
外
交
易
を
所
管
す
る
市
舶
司
と
い
う
役
所
が
発
行
し
た
「
公
憑
」
と
呼
ば
れ
る
公
式
文
書
で
あ
る
。
中
国
商

人
に
対
す
る
規
定
が
記
さ
れ
て
お
り
、
北
方
に
隣
接
し
て
い
た
遼
へ
出
向
い
て
交
易
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
旧
法
で
は
、
三
佛
齊
等

と
の
交
易
は
許
可
す
る
が
、
近
隣
の
高
麗
、
日
本
の
ほ
か
、
大
食
へ
出
向
い
て
交
易
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

法
を
犯
す
も
の
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
に
、
新
法
で
は
、「
未
だ
嘗
て
中
国
の
客
と
為
ら
ざ
る
者
」
で
あ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
交
趾
以

外
の
国
と
の
交
易
活
動
を
認
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
未
だ
嘗
て
中
国
の
客
と
為
ら
ざ
る
者
」
と
の
交
易
は
認
め
る
、
と
い
う
の
は
、
中
国
政
府
が
客
と
し
て
公
式
に
認
め

た
外
国
人
（
或
い
は
そ
の
国
）
と
は
、
民
間
で
の
交
易
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
客
人
と
し
て
認
め
た
外
国
人
（
或
い
は

そ
の
国
）
と
の
交
易
は
、
中
国
政
府
が
独
占
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

実
際
に
、
北
宋
初
期
の
太
平
興
国
元
年
（
九
七
六
）、
民
間
の
商
人
が
蕃
客
と
一
定
額
以
上
の
交
易
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
詔
令
が
出

さ
れ
て
い
る
。

太
宗
の
太
平
興
国
元
年
五
月
、
詔
す
。
敢
て
蕃
客
と
貨
易
す
る
も
の
、
其
の
直
を
計
り
て
一
百
文
以
上
を
満
た
す
は
、
科と

が

を
量
り
其



の
罪
十
五
を
過
ぐ
。
千
以
上
は
面か
お

に
黥
し

　
い
れ
ず
み
　

、
海
島
に
配な
が

す
。
此
の
数
を
過
ぎ
る
者
は
、
押
送
し
て
闕
に
赴
か
し
む
。
婦
人
に
し
て
犯
せ

し
者
は
、
配な

が

し
て
針
工
に
充あ

つ
（
22
）

。

た
だ
し
、
こ
の
禁
令
は
後
に
緩
和
さ
れ
、
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
に
は
、
蕃
客
か
ら
の
願
い
出
を
受
け
て
民
間
と
の
交
易
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。

（
崇
寧
）
三
年
五
月
二
十
八
日
、
詔
し
て
蕃
国
及な
ら

び
に
土
生
の
蕃
客
に
応こ
た

え
る
に
、
他
州
或
い
は
東
京
に
往
き
て
物
貨
を
販
易
す
る

こ
と
を
願
う
者
は
、
仰
ぎ
て
提
挙
市
舶
司
を
経
て
状
を
陳の

ぶ
べ
し
と
。
本
司
勘
�
し
、
詣い
た

り
て
実ま
さ

し
く
公
憑
を
給
与
す
。（
中
略
）
是

よ
り
先
、
広
南
路
提
挙
市
舶
司
言
う
に
、
自
来
海
外
諸
国
の
蕃
客
、
宝
貨
を
も
っ
て
渡
海
し
、
広
州
市
舶
務
に
赴
き
抽
解
さ
れ
、
民
間

交
易
を
挙

お
こ
な
う
に
、
其
れ
往
還
す
る
こ
と
を
聴ゆ
る

し
、
其
れ
居
止
す
る
こ
と
を
許
す
。
今
来
れ
る
大
食
諸
国
の
蕃
客
、
諸
州
及な
ら

び
に
東
京
に

往
く
こ
と
を
乞
う
。
買
売
に
未
だ
条
約
有
ら
ず
。
故
に
是
の
詔
有
り
と
（
23
）

。

太
平
興
国
元
年
（
九
七
六
）
の
禁
令
か
ら
百
年
以
上
を
経
た
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）、
お
そ
ら
く
は
蕃
客
へ
の
優
遇
措
置
と
し
て
民
間

と
の
交
易
を
許
可
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
「
買
売
に
未
だ
条
約
有
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
禁
令
を
犯
し
て
横

行
し
て
い
た
民
間
交
易
を
追
認
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
唐
代
の
太
和
八
年
（
八
三
四
）
の
頃
は
、
嶺
南
地
域
な
ど
の
蕃
客
に
対
し
て
一
定
の
制
限
は
あ
っ
た
も

の
の
自
由
な
交
易
を
奨
励
し
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
宋
代
初
期
の
太
平
興
国
元
年
に
禁
令
が
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
宋
代
に
な
っ
て
か

ら
民
間
と
の
交
易
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
蕃
客
と
の
交
易
は
、
宋
代
に
お
い
て
は
本
来
、
中
国
政
府
が
独
占
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
蕃
客
と
の
交
易
が
多

12



大
な
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
市
舶
司
の
公
憑
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
勘
案
す
れ
ば
、
中
国
政
府
の
客
人
と
な

っ
た
外
国
人
が
蕃
客
で
あ
り
、
旧
法
で
は
大
食
と
の
交
易
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
大
食
の
蕃
客
は
、
中
国
政
府
が
独
占
的
に
交
易
を

行
う
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
24
）

。
新
法
で
は
民
間
と
の
交
易
が
認
め
ら
れ
た
が
、
宋
代
に
は
、
重
要
な
交
易
品
に
つ
い
て
は
政
府
の
専

売
品
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
（
25
）

、
主
要
な
品
物
に
つ
い
て
は
政
府
の
独
占
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
文
中
に
見
え
る
「
土
生
の
蕃
客
」
と
は
、
中
国
本
土
で
生
ま
れ
た
蕃
客
の
意
と
考
え
ら
れ
、
宋
代
に
は
か
な
り
の
長
期
に
わ
た

っ
て
中
国
に
居
住
し
て
い
た
蕃
客
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蕃
客
は
一
時
的
な
滞
在
者
に
対
す
る
呼
称
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
26
）

。

ま
た
、
こ
の
記
録
か
ら
、
蕃
客
が
中
国
を
訪
れ
て
滞
在
し
、
各
地
へ
移
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
国
政
府
が
市
舶
司
を
通
じ
て
許

可
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
客
と
し
て
の
待
遇
と
は
い
え
、
そ
の
交
易
活
動
は
国
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
禁
を
犯
す
も
の
が
少
な

く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
公
式
に
は
中
国
政
府
の
許
容
範
囲
内
で
の
活
動
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
蕃
客
は
、
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
蕃
客
に
関
す
る
記
録
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
の
中
国
史
料
に
は
中
国

以
外
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
蕃
客
に
つ
い
て
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。

十
二
世
紀
後
半
に
な
っ
た
周
去
非
の
『
嶺
外
代
答
』
は
、
故
臨
国
に
つ
い
て
、

其
の
国
、
大
食
国
の
蕃
客
有
り
て
、
寄
居
す
る
も
の
甚
だ
多
し
（
27
）

。

と
し
て
い
る
。
故
臨
と
い
う
の
は
南
イ
ン
ド
の
キ
ー
ロ
ン
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
大
食
の
蕃
客
が
多
数
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
キ
ー
ロ
ン

は
多
く
の
船
舶
が
寄
港
す
る
東
西
海
上
交
易
の
重
要
な
都
市
で
あ
り
、
宋
代
の
頃
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
の
盛
ん
な
交
易
活
動
の
結
果
、
彼
ら

の
多
く
が
そ
こ
に
居
住
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
の
蕃
客
は
、
中
国
に
お
け
る
蕃
客
と
同
じ
よ
う
に
、
故
臨
で
国
家
の
公
式
の
客
と
し
て
遇
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

中国における西アジア商人
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な
い
。
お
そ
ら
く
は
富
裕
な
豪
商
で
あ
り
、
中
国
で
な
ら
ば
国
家
の
客
と
し
て
も
て
な
す
べ
き
外
国
人
と
い
う
意
味
で
蕃
客
の
語
が
用
い

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
故
臨
に
多
数
居
住
し
て
い
た
蕃
客
も
、
大
食
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
や
は
り
宋
代
に
お
い
て
蕃
客
と
呼
ぶ
べ

き
外
国
人
は
大
食
の
人
物
が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
『
嶺
外
代
答
』
は
、

諸
蕃
国
の
富
盛
、
宝
貨
の
多
き
者
は
大
食
国
に
如し

く
は
莫
し
。
其
れ
に
次
ぐ
は
闍
婆
国
、
其
れ
に
次
ぐ
は
三
佛
齊
国
、
其
れ
に
次
ぐ

は
乃
ち
諸
国
の
み
（
28
）

。

と
伝
え
て
お
り
、
南
宋
の
頃
は
外
国
の
中
で
は
大
食
が
最
も
富
裕
だ
っ
た
と
い
う
。
蕃
客
に
大
食
の
人
が
多
い
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
当

然
の
こ
と
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
ア
ラ
ビ
ア
史
料
に
見
え
る
中
国
滞
在
の
ア
ラ
ブ
人

中
国
の
公
式
の
客
と
し
て
の
蕃
客
の
性
格
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
西
ア
ジ
ア
側
の
史
料
が
伝
え
る
、
中
国
で
皇
帝
に
謁
見
を
許
さ

れ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
記
録
を
取
り
上
げ
た
い
。
す
で
に
引
用
し
た
『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』
に
、
現
在
の
イ
ラ
ク
南
東
部
の
都
市
バ
ス

ラ
か
ら
中
国
を
訪
れ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
中
国
皇
帝
と
会
見
し
た
記
録
が
見
え
る
。

こ
の
記
録
は
、『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』
第
二
巻
に
見
え
る
（
29
）

。
第
二
巻
は
十
世
紀
初
め
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
と
さ
れ
（
30
）

、
宋
代
よ
り
早

い
が
、
皇
帝
と
会
見
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
滞
在
に
当
た
っ
て
中
国
政
府
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
便
宜
を
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
蕃
客
の

伝
え
る
と
こ
ろ
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の
人
物
は
、
九
世
紀
後
半
頃
の
ア
ッ
バ
ス
朝
時
代
の
バ
ス
ラ
の
人
で
、
名
前
は
イ
ブ
ン
・
ワ
ハ
ブ
と
い
い
、
ア
ラ
ブ
の
予
言
者
の
末

14



裔
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
皇
帝
と
の
会
見
が
許
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
バ
ス
ラ
が
荒
廃
し
た
た
め
に
、
シ
ー
ラ
ー
フ
（
現
在
の
イ
ラ
ン
の
ペ

ル
シ
ア
湾
岸
の
都
市
）
へ
移
り
住
み
、「
シ
ナ
の
皇
帝
の
尊
厳
さ
や
シ
ナ
で
は
素
晴
ら
し
い
も
の
ご
と
が
豊
富
な
こ
と
や
ら
を
伝
え
聞
い
た
」

た
め
に
、
好
奇
心
に
か
ら
れ
て
そ
こ
か
ら
中
国
行
き
の
船
に
乗
っ
た
と
い
う
。
中
国
側
の
調
査
に
よ
っ
て
ア
ラ
ブ
の
預
言
者
ゆ
か
り
の
者

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
皇
帝
と
の
会
見
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
住
居
や
生
活
物
資
を
支
給
さ
れ
、
多
額
の
金
銭
を
与
え

ら
れ
て
、
帰
路
は
広
州
ま
で
駅
逓
馬
で
送
り
届
け
ら
れ
た
と
い
い
、
ま
さ
に
賓
客
と
し
て
も
て
な
さ
れ
て
い
る
。

中
国
皇
帝
か
ら
「
預
言
者
モ
ハ
メ
ッ
ト
」
な
ど
を
描
い
た
絵
画
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
法
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
た
り
す
る

な
か
で
、
互
い
の
宗
教
観
の
違
い
か
ら
あ
や
う
く
衝
突
し
か
け
た
り
し
て
い
る
が
、
終
始
友
好
的
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
、
客
人
と
し
て

の
処
遇
は
一
貫
し
て
い
る
。

イ
ブ
ン
・
ワ
ハ
ブ
は
預
言
者
ゆ
か
り
の
人
物
で
、
公
式
使
節
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
商
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
な
い
が
、

先
に
見
た
蕃
客
・
截
沙
蒲
黎
が
、
自
ら
望
ん
で
皇
帝
と
の
会
見
を
果
た
し
た
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
ワ
ハ
ブ
も
自
ら
希
望
し
て
皇
帝
と
の
会

見
を
実
現
し
、
公
式
の
客
と
し
て
大
い
な
る
も
て
な
し
を
受
け
て
い
る
の
は
、
中
国
史
料
の
伝
え
る
蕃
客
と
重
な
る
部
分
が
極
め
て
多
い
。

お
そ
ら
く
は
蕃
客
が
中
国
で
も
て
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
同
様
の
姿
を
、
具
体
的
に
伝
え
る
例
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
中
国
史
料
に
見
え
る
蕃
客
は
、
多
く
の
場
合
、
中
国
政
府
の
公
式
の
客
で
あ
り
、
国
か
ら
食
料
を
支
給
さ
れ
る
な
ど
厚
遇
を
受

け
、
皇
帝
と
会
見
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
、
宋
代
に
は
彼
ら
と
の
交
易
は
原
則
的
に
政
府
が
独
占
し
、
彼

ら
へ
の
優
遇
措
置
と
し
て
、
民
間
と
の
交
易
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
中
国
以
外
の
地
域
に
滞
在
す
る
外
国
人
を
蕃
客

と
記
録
し
た
例
も
あ
り
、
全
て
が
国
家
の
公
式
の
客
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
宋
代
に
は
蕃
客
の
多

く
が
ア
ラ
ブ
地
域
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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四
、「
舶
主
」
に
つ
い
て

次
に
、
舶
主
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
舶
」
は
大
型
の
船
舶
を
さ
す
言
葉
で
、
貞
観
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
末
に
な
っ
た
玄
応
撰

『
一
切
経
音
義
』
は
「
舩
舶
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

音
は
白
な
り
。
�
蒼
に
は
、
舶
は
大
舩
な
り
と
。
通
俗
文
に
は
、
呉
の
舩
は
�
と
曰
い
、
晉
の
舩
は
舶
と
曰
う
と
。
大
な
る
者
は
長

さ
二
十
丈
に
し
て
、
六
七
百
人
を
載
せ
る
者
是
な
り
（
31
）

。

『
�
蒼
』
は
北
魏
の
張
揖
の
撰
で
、「
舶
」
は
大
型
の
船
を
さ
す
と
い
う
。『
通
俗
文
』
は
後
漢
（
二
五
〜
二
二
〇
）
の
服
虔
の
撰
で
あ

り
、
こ
こ
で
呉
の
船
を
「
�
」、
晋
の
船
を
「
舶
」
と
い
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、

三
国
時
代
（
二
二
〇
〜
二
六
四
）
以
降
の
呉
（
二
二
〇
〜
二
八
四
）、
晋
（
二
六
五
〜
四
一
九
）
を
さ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大

き
な
も
の
に
な
る
と
長
さ
が
二
十
丈
（
唐
尺
で
約
六
十
・
六
メ
ー
ト
ル
）
で
六
百
〜
七
百
人
を
載
せ
る
と
し
て
い
る
。
数
字
は
誇
張
か
も
し

れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
巨
大
な
船
舶
を
さ
し
て
舶
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
舶
主
と
は
、
そ
う
し
た
大
型
船

を
所
有
し
て
遠
距
離
航
海
を
行
う
経
営
規
模
の
大
き
な
商
人
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、「
舶
主
」
を
西
ア
ジ
ア
の
ペ
ル
シ
ア
人
と
み
な
す
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

元
�
（
七
七
九
〜
八
三
一
）
自
作
の
詩
「
和
樂
天
送
客
遊
嶺
南
二
十
韻
」（
楽
天
と
客
を
送
り
て
嶺
南
に
遊
ぶ
二
十
韻
）
の
一
節
「
舶
主
腰
藏

寶
」（
舶
主
、
宝
を
腰
蔵
す
）
に
付
し
た
自
注
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

南
方
に
て
は
、
波
斯
を
呼
び
て
舶
主
と
為
す
。
胡
人
の
異
宝
、
自
ら
懐
蔵
す
る
こ
と
多
し
。
以
て
強
丐
を
避
く
（
32
）

。

16



中
国
の
南
方
の
地
域
で
は
、
ペ
ル
シ
ア
人
を
舶
主
と
呼
ぶ
と
い
い
、
彼
ら
外
国
人
は
珍
し
い
財
宝
を
自
分
で
懐
中
に
秘
蔵
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
れ
は
贈
与
（
あ
る
い
は
売
却
）
を
強
要
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
、
と
の
意
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は
諸
橋
轍
次
『
大

漢
和
辞
典
』
に
、
舶
主
の
用
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
ペ
ル
シ
ア
を
さ
す
言
葉
と
す
る
が
、
文
例
に
見
る
と
お
り
、
舶
主
は
ペ
ル
シ
ア

と
い
う
国
と
い
う
よ
り
も
、
ペ
ル
シ
ア
人
を
さ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
、
唐
代
の
人
で
あ
る
段
成
式
が
撰
し
た
『
酉
陽
雑
俎
』
も
、
舶
主
を
ペ
ル
シ
ア
人
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。

故

　
い
に
し
え

、
波
斯
謂
う
に
、
牙
を
白
暗
と
為
し
、
犀
を
黒
暗
と
為
す
と
。
成
式
の
門
下
の
医
人
呉
士
皐
、
嘗
て
南
海
郡
に
職つ
と

め
、
舶
主
、

本
国
に
て
犀
を
取
る
み
ち
を
説
く
と
こ
ろ
を
見
る
。
先
に
山
路
に
多
く
木
を
植
え
る
こ
と
狙
�
の
如
く
す
。
犀
の
前
脚
直
に
し
て
常
に

木
に
倚
り
て
而
し
て
息
む
。
木
欄
折
れ
れ
ば
則
ち
起
つ
こ
と
能
わ
ず
と
云
う
（
33
）

。

南
海
郡
に
お
い
て
、
舶
主
が
本
国
で
の
犀
の
捕
獲
方
法
を
説
明
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
舶
主
の
「
本

国
」
が
波
斯
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
て
、
舶
主
が
ペ
ル
シ
ア
人
を
さ
す
と
い
う
こ
と
が
広
く
了
解
さ
れ
て
い
た
様
子
が
読
み
取

れ
る
。

唐
代
の
入
竺
僧
で
あ
る
義
浄
の
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

時
に
咸
亨
二
年
、
楊
府
に
坐
夏
す
。
初
秋
、
忽
ち
�
州
使
君
の
馮
孝
詮
に
遇
い
、
隨
い
て
広
府
に
至
る
。
波
斯
舶
主
と
期
会
し
南
行
す
（
34
）

。

咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
に
義
浄
が
広
州
か
ら
「
波
斯
舶
主
」
の
船
で
南
海
方
面
に
向
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
舶
主
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が
ペ
ル
シ
ア
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
唐
代
の
史
料
に
は
、
舶
主
が
ペ
ル
シ
ア
人
を
さ
す
言
葉
で
あ
っ
た
例
や
、
船
舶
の
所
有
者
と
し
て
の
舶
主
が
実
際
に

ペ
ル
シ
ア
人
で
あ
っ
た
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
船
舶
の
所
有
者
の
意
味
で
あ
る
舶
主
の
語
が
、
唐
代
よ
り
前
の
時
代
に
そ
れ
以
上
の
意
味
を
含
む
言
葉
と
し
て

用
い
ら
れ
た
例
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

六
世
紀
初
め
の
梁
（
五
〇
二
〜
五
五
六
）
の
時
代
に
な
っ
た
僧
佑
撰
『
出
三
蔵
記
集
』
は
、
仏
大
跋
陀
伝
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。義

熙
八
年
（
四
一
二
）
を
以
て
、
遂
に
荊
州
に
適ゆ

く
。
外
国
舶
主
に
遇
い
、
既
に
訊
訪
す
。
果
し
て
是
れ
天
竺
の
五
舶
に
し
て
先
に

見
る
所
の
者
也
（
35
）

。

こ
こ
に
見
え
る
舶
主
は
、
明
ら
か
に
船
舶
の
所
有
者
の
意
で
あ
り
、
天
竺
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の
舶
主
で
あ
っ
た
。

同
じ
く
梁
の
釈
宝
唱
撰
『
比
丘
尼
伝
』
の
広
陵
僧
果
尼
伝
に
は
、

元
嘉
六
年
（
四
二
九
）、
外
国
舶
主
難
提
有
り
。
師
子
国
従よ

り
比
丘
尼
を
載
せ
て
来
れ
り
。（
中
略
）
十
年
に
到
り
て
舶
主
難
提
、
復た

た
師
子
国
の
鐵
薩
羅
等
十
一
尼
を
将
と
も
な
う
。
（
36
）

と
見
え
る
。
舶
主
の
名
「
難
提
」
と
、
師
子
国
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
か
ら
来
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
舶
主
は
ス
リ
ラ
ン
カ
人
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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隋
代
（
五
九
三
〜
六
一
八
）
に
な
っ
た
法
経
等
撰
『
衆
経
目
録
』
は
、
漢
訳
経
典
の
一
つ
に
つ
い
て
、
劉
宋
（
四
二
〇
〜
四
七
九
）
の
時
代

の
外
国
人
舶
主
で
あ
る
竺
難
提
が
訳
し
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。

請
觀
世
音
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
經
一
卷

宋
世
外
國
舶

主
竺
難
提
譯（
37
）

こ
の
舶
主
も
名
前
か
ら
イ
ン
ド
系
の
人
物
と
目
さ
れ
る
が
、
舶
主
す
な
わ
ち
船
舶
の
所
有
者
が
仏
教
経
典
の
漢
訳
を
行
っ
た
こ
と
に
な

り
、
め
ず
ら
し
い
事
例
で
あ
る
。
交
易
船
で
諸
国
を
往
来
す
れ
ば
、
当
時
は
季
節
風
に
よ
る
往
来
で
あ
り
、
風
待
ち
の
た
め
の
滞
在
期
間

は
何
ヶ
月
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
外
国
の
言
語
に
通
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
い
に
あ
り
え
る
こ
と
で
、
舶
主
が
訳
経
を

手
が
け
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
は
な
い
。
と
も
あ
れ
単
に
船
舶
の
所
有
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
舶
主
の
訳
経
僧
の
よ
う
な
側
面
が
知

ら
れ
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

吉
蔵
（
五
四
九
〜
六
二
三
）
撰
『
三
論
玄
義
』
は
、
仏
滅
後
一
一
六
年
の
こ
と
と
し
て
「
舶
主
児
名
摩
訶
提
婆
」
が
三
逆
罪
を
犯
し
、
後

に
仏
法
に
入
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

仏
滅
度
後
百
一
十
六
年
に
至
り
、
但
だ
二
部
有
り
て
名
字
未
だ
異
執
有
り
。
百
一
十
六
年
、
外
に
舶
主
の
児
有
り
。
摩
訶
提
婆
と
名

づ
く
。
端
正
聡
明
な
る
も
、
三
逆
罪
を
作な

し
、
後
、
仏
法
に
入
る
に
、
凡
そ
二
事
有
り
（
38
）

。

仏
滅
後
百
年
ほ
ど
の
故
事
を
伝
え
る
伝
承
と
は
い
え
、
こ
こ
で
も
舶
主
は
そ
の
名
前
か
ら
イ
ン
ド
系
の
人
物
で
あ
り
、
仏
教
ゆ
か
り
の

人
物
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

中国における西アジア商人

19



ま
た
、
義
浄
の
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
は
、
常

禅
師
の
伝
記
に
お
い
て
、
禅
師
が
海
路
南
方
へ
向
か
う
こ
と
を
述
べ
た
中
で
、

禅
師
が
乗
っ
た
船
の
舶
主
が
仏
教
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
39
）

。『
衆
経
目
録
』
の
記
録
な
ど
と
合
わ
せ
、
こ
の
時
代
、
舶
主

に
は
仏
教
ゆ
か
り
の
人
物
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
右
に
あ
げ
た
『
出
三
蔵
記
集
』『
比
丘
尼
伝
』『
衆
経
目
録
』『
三
論
玄
義
』
に
見
た
と
お
り
、
唐
代
よ
り
前
の
五
〜
六
世
紀
頃

は
、
舶
主
に
、
語
義
で
あ
る
船
舶
の
所
有
者
と
い
う
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
イ
ン
ド
系
の
人
物
が
多

く
、
仏
教
信
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
唐
代
よ
り
早
い
時
代
に
お
い
て
は
、
舶
主
は
西
ア
ジ
ア
と
関
係
す
る
言
葉
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
舶
主
の
語
と
ペ
ル
シ

ア
人
と
が
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
史
料
を
見
る
限
り
唐
代
以
降
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
、
宋
代
以
降
の
史
料
に
見
え
る
「
舶
主
」

舶
主
に
つ
い
て
も
、
蕃
客
と
同
じ
よ
う
に
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
大
食
の
人
が
舶
主
と
呼
ば
れ
る
例
が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。『
宋
史
』
外
国
伝
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
に
見
え
る
舶
主
の
例
を
年
代
順
に
あ
げ
る
。

○
﹇
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）﹈
舶
主
金
花
茶
、
方
物
を
以
て
来
献
す
（『
宋
史
』
三
佛
齊
国
伝
）
（
40
）

。

○
﹇
淳
化
四
年
（
九
九
三
）﹈
其
の
国
の
舶
主
蒲
希
密
、
南
海
に
至
る
も
老
病
を
以
て
闕
に
詣い
た

る
こ
と
能
わ
ず
。
乃
ち
方
物
を
以
て
亞
勿

に
附
し
、
来
献
す
（
41
）

（『
宋
史
』
大
食
国
伝
）。

○
﹇
至
道
元
年
（
九
九
五
）﹈
大
食
国
舶
主
蒲
押
�
黎
、
方
物
を
以
て
来
貢
す
（
42
）

。

○
﹇
咸
平
元
年
（
九
九
八
）﹈
詔
し
て
曰
く
、
大
食
国
王
、
先
に
三
麻
傑
を
差つ
か

わ
し
、
舶
主
�
（
婆
）
離
に
託
し
て
広
州
に
於
い
て
鐘
を

買
わ
せ
し
む
（
43
）

。
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○
﹇
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）﹈
舶
主
李
亞
勿
、
麻
勿
を
遣
使
し
、
玉
圭
を
来
献
す
（『
宋
史
』
大
食
国
伝
）
（
44
）

。

○
﹇
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）﹈
勿
巡
国
の
舶
主
蒲
加
心
、（
中
略
）
並
び
に
行
在
に
詣い
た

り
て
朝
貢
す
（
45
）

。

○
﹇
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）﹈
三
麻
蘭
国
の
舶
主
聚
蘭
（
中
略
）
並
び
に
行
在
に
詣い
た

り
て
朝
貢
す
（
46
）

。

右
の
う
ち
、
三
佛
齊
国
伝
に
見
え
る
舶
主
金
花
茶
は
、
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）
に
中
国
を
訪
れ
て
い
る
が
、『
宋
史
』
大
食
国
伝
に
、
前

年
の
雍
熙
元
年
に
大
食
か
ら
「
国
人
花
茶
」
が
来
朝
し
た
と
見
え
る
（
47
）

。
年
代
が
一
年
し
か
違
わ
な
い
こ
と
か
ら
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
大

食
の
人
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
金
花
茶
に
限
ら
ず
、
大
食
の
人
が
、
自
国
以
外
の
外
国
の
朝
貢
使
節
な
ど
を
務
め
た
例
は
複

数
見
ら
れ
、
金
花
茶
一
人
が
特
殊
な
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
48
）

。

「
勿
巡
国
舶
主
蒲
加
心
」
の
勿
巡
国
に
つ
い
て
は
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
に
「
大
食
勿
巡
国
」
と
見
え
（
49
）

、
蒲
加
心
に
つ
い
て
も
、
景

徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
、
大
食
の
蕃
客
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
（
50
）

、
こ
の
人
物
も
大
食
商
人
と
考
え
て
問
題
な
い
。

三
麻
蘭
国
と
そ
の
国
の
舶
主
聚
蘭
に
つ
い
て
は
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

三
麻
蘭
国
主
娶
蘭
遣
使
し
、
瓶
香
・
象
牙
・
千
年
棗
・
偏
桃
・
五
味
子
・
薔
薇
水
・
白
沙
糖
・
瑠
璃
瓶
・

子
を
貢
ぐ
（
51
）

。

こ
こ
で
は
「
三
麻
蘭
国
主
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
舶
」
字
が
脱
字
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
聚
蘭
」
も
「
娶
蘭
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
い
ず
れ
か
が
誤
写
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
み
え
る
朝
貢
品
は
、
大
食
の
使
節
が
も
た
ら
し
た
朝
貢
品
と
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
お
り
、

し
か
も
薔
薇
水
は
大
食
の
特
産
品
で
あ
る
（
52
）

。
三
麻
蘭
も
大
食
方
面
の
一
地
域
と
推
測
で
き
、
聚
蘭
も
大
食
方
面
の
人
と
見
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
げ
た
七
人
の
な
か
に
は
、
先
に
見
た
と
お
り
蒲
押
提
（
�
）
黎
、
蒲
加
心
の
よ
う
に
蕃
客
と
し
て
記
録
さ
れ
た
商
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人
も
お
り
、
蕃
客
と
舶
主
は
性
格
的
に
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
舶
主
は
外
国
か
ら
の
公
式
の
外
交
使
節
で
あ
る
朝
貢
使
節
が
乗

っ
て
き
た
船
舶
の
舶
主
で
あ
っ
た
り
（
咸
平
三
年
〈
一
〇
〇
〇
〉
来
朝
時
の
�
婆
離
（
53
）

）、
中
国
皇
帝
が
引
見
し
た
者
も
お
り
（
至
道
元
年
〈
九
九

五
〉
来
朝
時
の
蒲
押
�
黎
（
54
）

）、
中
国
政
府
が
公
式
に
応
対
す
る
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
蕃
客
と
共
通
す
る
。

舶
主
は
自
ら
中
国
皇
帝
に
貢
物
を
献
上
し
、
豪
華
な
下
賜
品
を
多
数
賜
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
巨
大
な
交
易
船
を
所
有
し
て
、
遠
距
離

航
海
を
行
う
富
裕
な
豪
商
で
あ
れ
ば
、
蕃
客
同
様
の
処
遇
を
受
け
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

な
お
、『
宋
史
』
闍
婆
国
伝
は
、
闍
婆
か
ら
の
使
節
の
訳
者
の
言
と
し
て
、

其
の
方
言
に
、
舶
主
を
目
し
て
「
�
荷
」
と
為
し
、
主
の
妻
を
「
�
荷
比
尼
贖
」
と
曰
う
と
（
55
）

。

と
伝
え
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
ジ
ャ
ワ
で
の
舶
主
と
そ
の
妻
の
訳
語
ま
で
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
舶
主
が
中
国
政
府
に
と
っ
て
、
莫
大
な

富
を
も
た
ら
す
な
ど
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
で
の
名
称
ま
で
記
録
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
国
の
正
史

が
舶
主
を
た
び
た
び
記
録
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
宋
代
に
お
け
る
舶
主
の
事
例
を
見
て
き
た
が
、『
宋
史
』
外
国
伝
、『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
に
見
え
る
舶
主
は
、
国
名
の
わ
か
る

例
は
七
例
あ
り
、
全
て
大
食
あ
る
い
は
大
食
方
面
の
人
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
舶
主
と
イ
ス
ラ
ム
教
信
仰
と
が
直
接
結
び
つ
く
史
料
を
取
り
上
げ
た
い
。
南
宋
（
一
一
二
七
〜
一
二
七
九
）
に
な
っ
た

趙
汝
�
『
諸
蕃
志
』
は
、
海
南
島
の
万
安
軍
界
の
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

城
東
に
舶
主
都
綱
廟
有
り
。
土
人
敬
信
し
、
祷
卜
す
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
応

し
る
し
あ
り
。
舶
舟
の
往
来
に
は
、
祭
り
て
而
し
て
後
に
行
く
。

三
郡
の
士
子
は
歳
の
大
比
（
科
挙
や
郷
試
の
こ
と
）
に
当
れ
ば
皆
、
瓊
管
に
於
い
て
附
試
す
（
56
）

。
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海
南
島
の
万
安
軍
に
舶
主
都
綱
廟
と
呼
ば
れ
る
廟
堂
が
あ
っ
て
、
船
舶
関
係
者
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
廟
の
こ
と
は

『
古
今
図
書
集
成
』
職
方
典
の
「
瓊
州
府
祠
廟
考
」
の
万
州
の
条
に
も
「
昭
応
廟
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

州
（
萬
州
）
の
東
北
三
十
五
里
の
蓮
塘
港
門
に
在
り
。
其
の
神
の
名
は
舶
主
と
曰
う
。
明
の
洪
武
三
年
、
同
知
の
烏
肅
、
能
く
災
を

禦ふ
せ

ぎ
患
を
捍ふ
せ

ぐ
を
以
て
敕
封
し
て
新
沢
の
海
港
の
神
と
為
す
こ
と
を
請
う
。
祀
る
に
豚
肉
を
忌
む
。
往
来
の
船
隻
必
ず
之
を
祀
る
。
名

け
て
番
神
廟
と
曰
う
（
57
）

。

明
初
の
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
に
至
っ
て
も
、
こ
の
廟
が
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
は
舶
主
の
名
で
船
舶
関

係
者
の
信
仰
を
集
め
る
い
っ
ぽ
う
で
、
豚
肉
が
忌
避
さ
れ
る
と
と
も
に
番
神
廟
（
蕃
神
廟
の
意
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ス
ラ

ム
教
信
仰
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

宋
代
の
舶
主
の
語
そ
の
も
の
が
ア
ラ
ブ
人
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
意
味
す
る
よ
う
な
用
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
宋
代
史
料
に

見
え
る
国
名
の
わ
か
る
七
名
の
舶
主
が
全
て
大
食
あ
る
い
は
大
食
方
面
の
人
で
あ
り
、
中
国
南
方
の
海
南
島
に
舶
主
の
名
を
冠
し
た
廟
堂

あ
る
い
は
神
が
祀
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
信
仰
を
思
わ
せ
る
豚
肉
忌
避
の
習
慣
が
明
代
ま
で
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
宋
代
以
来
、

明
代
に
至
る
ま
で
、
中
国
南
方
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
舶
主
の
語
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
関
係
の
深
い
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
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24

結
語

「
蕃
客
」「
舶
主
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
通
じ
て
ペ
ル
シ
ア
人
、
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
の
活

動
の
実
態
を
見
て
き
た
。
西
ア
ジ
ア
地
域
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
の
中
国
で
の
活
動
が
唐
代
以
降
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

宋
代
の
中
国
に
お
い
て
交
易
に
た
ず
さ
わ
る
外
国
商
人
の
中
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
商
人
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
蕃
客
」、「
舶
主
」
は
、
特
に
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
国
政
府
に
重
視
さ
れ
た
商
人
で
あ
り
、
皇
帝
が
直
接
引
見
す
る
な
ど
、
中
国

が
国
家
と
し
て
正
式
に
応
対
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
中
国
南
方
に
お
い
て
は
、
唐
代
以
降
「
舶
主
」
は
船
舶
の
所
有
者
の
意
味
に
加
え
ペ

ル
シ
ア
人
を
も
意
味
し
、
宋
代
以
降
は
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
と
関
係
の
深
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
蕃
客
」
に
つ
い
て

も
、
唐
代
に
は
ア
ラ
ブ
人
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宋
代
以
降
は
多
く
が
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、「
蕃
客
」、「
舶
主
」
は
中
国
の
正
史
に
記
録
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
通
じ
て
、
ペ
ル
シ
ア
、
ア
ラ
ブ
な

ど
の
西
ア
ジ
ア
商
人
が
、
中
国
に
お
い
て
公
式
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
交
易
活
動
を
行
い
、
遇
さ
れ
て
い

た
か
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。

「
蕃
客
」
あ
る
い
は
「
舶
主
」
と
記
録
さ
れ
た
個
々
の
商
人
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
文
例
な
ど
に
見
る
と
お
り
さ
ら
に
具

体
的
な
活
動
が
知
ら
れ
、
彼
ら
の
よ
り
詳
細
な
活
動
内
容
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
藤
本
勝
次
訳
注
『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
　
一
九
七
六
　
三
三
頁
　

「
黄
巣
と
い
う
名
の
人
物
が
、
王
家
の
出
身
で
は
な
く
、
彼
ら
〔
民
衆
〕
の
あ
い
だ
か
ら
起
っ
て
旗
揚
げ
し
た
。（
中
略
）
あ
ま
た
あ
る
シ
ナ
の

町
の
な
か
で
、
ハ
ー
ン
フ
ー
に
進
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
ー
ン
フ
ー
は
、
ア
ラ
ブ
商
人
た
ち
が
赴
く
町
で
、
海
か
ら
数
日
の
距
離
に
位
置
し
、



大
河
の
岸
に
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
男
は
長
期
間
こ
の
町
の
住
民
を
包
囲
攻
撃
し
た
。
こ
の
事
件
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
２
６
４
年
に
起
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
つ
い
に
彼
は
勝
利
を
得
て
、
そ
の
住
民
に
剣
を
振
り
下
ろ
し
た
。
彼
ら
〔
シ
ナ
人
〕
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
殺
さ
れ

た
シ
ナ
人
を
除
外
し
て
も
、
こ
の
町
に
住
み
つ
き
商
業
を
営
ん
で
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
、

合
わ
せ
て
12
万
人
を
彼
は
虐
殺
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
虐
殺
さ
れ
た
こ
れ
ら
４
つ
の
宗
教
の
信
者
数
が
正
確
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ナ
人

が
彼
ら
の
〔
頭
〕
数
で
課
税
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。」

文
中
の
ハ
ー
ン
フ
ー
は
「
広
府
」
の
音
訳
で
、
広
州
、
広
東
を
さ
す
と
い
う
（『
シ
ナ
･
イ
ン
ド
物
語
』
七
九
頁
　
注
二
五
）。

（
２
）『
日
本
書
紀
』
の
欽
明
天
皇
一
三
年
の
条
に
あ
る
百
済
の
聖
明
王
が
仏
像
等
を
伝
え
た
記
事
の
な
か
に
、
仏
像
を
「
蕃
神
」
と
記
し
た
部
分
が
あ

り
、
こ
れ
を
「
と
な
り
の
く
に
の
か
み
」
と
読
む
古
訓
が
あ
る
（
黒
板
勝
美
編
『
訓
読
日
本
書
記
』
下
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
三
八
　
三
六
頁
な

ど
）。『
日
本
書
記
』
は
、
こ
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
異
民
族
を
さ
す
意
味
に
加
え
、
蕃
を
隣
国
と
い
う
程
度
の
意
味
で
も
使
っ
て
い
る
と
い
う

（
坂
本
太
郎
他
校
注
　
日
本
古
典
文
学
大
系
六
八
『
日
本
書
記
』
下
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
七
　
六
五
頁
　
注
二
八
）。

（
３
）『
魏
書
』（
全
八
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
七
四
）
食
貨
志
（
第
八
冊
　
二
八
六
〇
〜
二
八
六
一
頁
）

正
光
後，

四
方
多
事，

加
以
水
旱，

國
用
不
足，

預
折
天
下
六
年
租
調
而
徴
之
。（
中
略
）
有
司
又
奏
内
外
百
官
及
諸
蕃
客
稟
食
及
肉
悉
二
分
減

一

（
４
）『
北
史
』（
全
一
〇
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
七
四
）
竇
熾
伝
（
第
七
冊
　
二
一
七
四
頁
）

「
魏
孝
武
即
位
す
。
蠕
蠕
等
の
諸
蕃
、
並
び
に
遣
使
し
朝
貢
す
。
帝
、
臨
軒
し
て
之
と
宴
す
。
鴟
有
り
て
殿
前
に
於
い
て
飛
鳴
す
。
帝
、
素
よ
り
熾

の
射
る
こ
と
を
善
く
す
る
を
知
る
。
因
て
遠
人
に
矜
示
せ
ん
と
欲
す
。
乃
ち
熾
に
御
箭
両
隻
を
給
い
、
之
を
射
る
こ
と
を
命
ず
。
鴟
乃
ち
弦

ゆ
づ
る
を
応う

け
て
落
つ
。
諸
蕃
人
、
み
な
歎
異
す
。
帝
、
大
い
に

ぶ
。」

〔
魏
孝
武
即
位，

蠕
蠕
等
諸
蕃
並
遣
使
朝
貢，

帝
臨
軒
宴
之
。
有
鴟
飛
鳴
於
殿
前，

帝
素
知
熾
善
射，

因
欲
矜
示
遠
人，

乃
給
熾
御
箭
兩
隻，

命

射
之，

鴟
乃
應
弦
而
落，

諸
蕃
人
咸
歎
異
焉
。
帝
大

。〕

な
お
、「
蕃
人
」
の
語
は
、
中
国
正
史
で
は
『
漢
書
』
か
ら
『
宋
史
』
ま
で
見
ら
れ
、「
蕃
客
」
同
様
に
長
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

（
５
）『
隋
書
』（
全
六
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
七
三
）
刑
法
志
（
第
三
冊
　
七
一
五
〜
七
一
六
頁
）

仁
壽
中，

用
法
益
峻，

帝
既
喜
怒
不
恒，

不
復
依
準
科
律
。
時
楊
素
正
被
委
任
。（
中
略
）
素
於
鴻
臚
少
卿
陳
延
不
平，

經
蕃
客
館，

庭
中
有
馬

屎，

又
庶
僕

上
樗
蒲
。
旋
以
白
帝，

帝
大
怒
曰
：
「
主
客
令
不
灑
掃
庭
内，

掌
固
以
私
戲
汚
敗
官
，

罪
状
何
以
加
此
。」

（
６
）『
隋
書
』
百
官
志
中
（
第
三
冊
　
七
五
六
頁
）

鴻
臚
寺，

掌
蕃
客
朝
會，

吉
凶
弔
祭
。

中国における西アジア商人
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（
７
）『
旧
唐
書
』（
全
一
六
冊
　
中
華
書
局
　
上
海
　
一
九
八
六
）
代
宗
紀
（
第
二
冊
　
三
〇
〇
頁
）

（
大
暦
七
年
）
秋
七
月
癸
巳，

迴

蕃
客
奪
長
安
縣
令
邵
説
所
乘
馬，

人
吏
不
能
禁
。

（
８
）『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
　
不
空
伝
（『
大
正
蔵
経
』
五
〇
　
七
一
二
頁
中
）

空
自
對
本
尊
祈
請
旬
日
。
感
文
殊
現
身
。
及
將
登
舟
。
採
訪
使
召
誡
番
禺
界
蕃
客
大
首
領
伊
習
賓
等
曰
。
今
三
藏
往
南
天
竺
師
子
國
。
宜
約
束
船

主
好
將
三
藏
并
弟
子
含
光
慧

等
三
七
人
國
信
等
達
彼
無
令
疎
失
。

（
９
）『
全
唐
文
』（
全
一
一
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
八
七
）
巻
七
五
　
「
太
和
八
年
疾
愈
徳
音
」（
第
一
冊
　
七
八
五
頁
上
下
）

南
海
蕃
舶
。
本
以
慕
化
而
來
。
固
在
接
以
恩
仁
。
使
其
感
悦
。
如
聞
比
年
長
吏
。
多
務
徴
求
。
嗟
怨
之
聲
。
達
於
殊
俗
。（
中
略
）
深
慮
遠
人
未

安
。
率
税
猶
重
。
思
有
矜
恤
。
以
示
綏
懷
。
其
嶺
南
福
建
及
揚
州
蕃
客
。
宜
委
節
度
觀
察
使
常
加
存
問
。
除
舶

收
市
進
奉
外
。
任
其
來
往
通
流
。

自
爲
交
易
。
不
得
重
加
率
税
。

（
10
）『
旧
五
代
史
』（
全
六
冊
　
中
華
書
局
　
上
海
　
一
九
七
六
）
唐
書
一
二
　
明
宗
紀
二
（
第
二
冊
　
四
九
九
〜
五
〇
〇
頁
）

（
乾
化
元
年
六
月
）
詔
曰
：
「
四
夷
來
王，

歴
代
故
事，

前
後
各
因
強
弱，

撫
制
互
有
典
儀
。
大
蕃
須
示
於
威
容，

即
於
正
衙
引
對
；
小
蕃
但
推

於
恩
澤，

仍
於
便
殿
撫
懷
。（
中
略
）
若
遇
大
蕃
入
朝，

即
准
舊
儀，
（
中
略
）」
時
百
僚
入
閤
班
退
後，

卻
引
對
朝
貢
蕃
客

（
11
）『
新
唐
書
』（
全
二
〇
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
八
六
）
�

景
山
伝
（
第
一
五
冊
　
四
六
五
五
頁
）

神
功
兵
至
揚
州，

大
掠
居
人，

發
冢
墓，

大
食
、
波
斯
賈
胡
死
者
數
千
人
。

（
12
）
桑
原
隲
蔵
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』

岩
波
書
店
　
一
九
三
五
　
一
八
〜
一
九
頁

（
13
）『
宋
会
要
輯
稿
』（
全
八
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
九
七
）
蕃
夷
七
之
一
四
（
第
八
冊
　
七
八
四
六
頁
下
）

（
咸
平
二
年
）
大
食
國
蕃
客
蒲
押
提
黎
遣
其
判
官
文
戌
来
貢

（
14
）『
宋
史
』（
全
四
〇
冊
　
中
華
書
局
　
上
海
　
一
九
七
七
）
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
二
〇
頁
）

（
景
徳
元
年
）
其
秋，

蕃
客
蒲
加
心
至
。

（
15
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
一
七
（
第
八
冊
　
七
八
四
八
頁
上
）

（
大
中
祥
符
元
年
）
大
食
蕃
客
李
麻
勿
獻
玉
圭
長
尺
二
寸

（
16
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
之
九
一
（
第
八
冊
　
七
七
五
九
頁
上
）

（
大
中
祥
符
九
年
）
十
一
月
大
食
蕃
客
截
沙
蒲
黎
以
金
錢
銀
錢
各
千
文
來
貢
且
求
朝
拝
天
顔
詔
入
内
侍
省
引
對
崇
政
殿
優
給
其
直
遣
之

（
17
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
之
九
一
（
第
八
冊
　
七
七
五
九
頁
上
）

天
禧
元
年
六
月
詔
大
食
國
蕃
客
麻
思
利
等
回
示
物
色
免
縁
路
商
税
之
半
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（
18
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
四
六
（
第
八
冊
　
七
八
六
二
頁
下
）

（
紹
興
六
年
）
提
擧
福
建
路
市
舶
司
言
大
食
蕃
客
蒲

辛
状
本
蕃
係
出
産
乳
香
自
就
蕃
造
船
一
隻
廣
載
�
�
入
泉
州
市
舶
進
奉
抽
解
乞
比
附
綱
首

（
19
）『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
六
三
頁
。『
萍
洲
可
談
』
巻
二
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
（『
景
印
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
』〔
全
一
五
〇
〇
冊
〕

台
湾
商
務
印

書
館
　
台
北
　
一
九
八
六
　
一
〇
三
八
巻
　
二
九
〇
頁
上
下
）。

蕃
人
、
衣
装
は
華
と
異
な
る
も
、
飲
食
は
華
と
同
じ
く
す
。
或
い
は
云
う
、
其
れ
よ
り
先
、
波
巡
（
悪
魔
、
悪
者
）
は
嘗
て
瞿
曇
氏
（
釈
迦
如
来
）

に
事つ

か

え
て
戒
を
受
け
、
諸
肉
を
食
す
る
こ
と
な
し
。
今
に
至
り
て
は
、
蕃
人
、
但
猪
肉
を
食
せ
ざ
る
の
み
。

〔
蕃
人
衣
装
與
華
異
飲
食
與
華
同
或
云
其
先
波
巡
嘗
事
瞿
曇
氏
受
戒
勿
食
諸
肉
至
今
蕃
人
但
不
食
猪
肉
而
巳
〕

（
20
）Friedrich

H
irth

and
W

.
W

.
R

ockhill,
C

hau
Ju-K

ua,
H

is
W

ork
on

the
C

hinese
and

A
rab

T
rade

in
the

tw
elfth

and
thirteenth

C
enturies,

entitled
C

hu-fan-chi,St.P
etersburg,1911.p.64

『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
一
一
一
頁
、
一
二
四
〜
一
二
六
頁

（
21
）『
朝
野
群
載
』
巻
二
〇
　
異
国
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
九
上
　
国
史
大
系
刊
行
会
　
一
九
三
八
　
四
五
四
頁
）

往
大
遼
國
者
。
徒
參
年
。
仍
奏
裁
。（
中
略
）
勘
會
舊
市
舶
法
。
商
客
前
雖
許
至
三
佛
齊
等
處
。
至
於
高
麗
日
本
大
食
諸
蕃
。
皆
有
法
禁
。
不

許
。

諸
蕃
國
。
遠
隔
大
海
。
豈
能
窺
伺
中
國
。
雖
有
法
禁
。
亦
不
能
断
絶
。
不
免
冒
法
私
去
。
今
欲
除
此
界
。
交
趾
外
其
餘
諸
蕃
國
。
未
嘗
爲

中
國
客
者
。
並
許
前
去
。

（
22
）『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
四
四
之
一
〜
四
四
之
二
（
第
四
冊
　
三
三
六
四
頁
上
下
）

太
宗
太
平
興
國
元
年
五
月
詔
敢
與
蕃
客
貨
易
計
其
直
滿
一
百
文
以
上
量
科
其
罪
過
十
五
千
以
上
黥
面
配
海
島
過
此
數
者
押
送
赴
闕
婦
人
犯
者
配
充

針
工

（
23
）『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
四
四
之
八
〜
四
四
之
九
（
第
四
冊
　
三
三
六
七
頁
下
〜
三
三
六
八
頁
上
）

（
崇
寧
）
三
年
五
月
二
十
八
日
詔
應
蕃
國
及
土
生
蕃
客
願
徃
他
州
或
東
京
販
易
物
貨
者
仰
經
提
擧
市
舶
司
陳
状
本
司
勘
�
詣
實
給
與
公
憑
（
中
略
）

先
是
廣
南
路
提
擧
市
舶
司
言
自
來
海
外
諸
國
蕃
客
將
寶
貨
渡
海
赴
廣
州
市
舶
務
抽
解
擧
民
間
交
易
聽
其
徃
還
許
其
居
止
今
來
大
食
諸
國
蕃
客
乞
徃

諸
州
及
東
京
買
賣
未
有
條
約
故
有
是
詔

（
24
）
先
に
引
用
し
た
「
公
憑
」
に
見
え
る
遼
、
高
麗
、
日
本
は
、
旧
法
で
の
規
定
も
含
め
れ
ば
民
間
交
易
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
中
国
政
府
が
客
と
し

て
認
め
た
国
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
宋
代
頃
の
記
録
に
見
え
る
「
蕃
客
」
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
の
国
の
人
と
確
認
で
き
る
例
は
見

出
せ
ず
、
大
食
以
外
に
、
い
か
な
る
外
国
人
が
中
国
政
府
の
客
と
し
て
遇
さ
れ
、
大
食
商
人
と
同
様
の
処
遇
を
受
け
た
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明

と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

（
25
）『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
一
九
四
〜
一
九
五
頁
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（
26
）
桑
原
隲
蔵
氏
は
「
土
生
蕃
客
」
を
中
国
で
誕
生
し
、
成
長
し
た
蕃
人
と
す
る
（『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
一
〇
四
頁
）。
ま
た
、『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官

（
四
四
之
九
〜
四
四
之
一
〇
）
に
は
、
崇
寧
三
年
か
ら
十
年
後
の
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
に
出
さ
れ
た
、
中
国
に
五
世
に
わ
た
っ
て
居
住
し
続

け
た
蕃
客
の
遺
産
に
関
す
る
詔
令
が
見
え
る
（
第
四
冊
　
三
三
六
八
頁
上
下
）。
北
宋
の
頃
に
は
、
す
で
に
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
中
国
に
居
住

す
る
蕃
客
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
27
）『
嶺
外
代
答
』
巻
二
　
故
臨
国
の
条
（『
四
庫
全
書
』
五
八
九
巻
　
四
〇
九
頁
上
）

其
國
有
大
食
國
蕃
客
寄
居
甚
多

（
28
）『
嶺
外
代
答
』
巻
三
　
航
海
外
夷
の
条
（『
四
庫
全
書
』
五
八
九
巻
　
四
一
六
頁
上
）

諸
蕃
國
之
富
盛
多
寶
貨
者
莫
如
大
食
國
其
次
闍
婆
國
其
次
三
佛
齊
國
其
次
乃
諸
國
耳

（
29
）『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』
三
九
〜
四
五
頁

（
30
）『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
』

藤
本
勝
次
「
ま
え
が
き
」
三
〜
四
頁
は
八
七
八
年
以
降
、
九
一
六
年
以
前
と
す
る
。

（
31
）『
一
切
経
音
義
』
巻
一
（『
高
麗
大
蔵
経
』
三
五
　
み
ど
り
総
業
株
式
会
社
出
版
事
業
部
　
一
九
七
四
　
一
二
七
頁
下
）

舩
舶
音
白
�
蒼
舶
大
舩
也
通
俗
文
呉
舩
曰
�
晉
舩
曰
舶
大
者
長
二
十
丈
載
六
七
百
人
者
是
也

（
32
）『
全
唐
詩
』（
全
二
五
冊
　
中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
八
五
）
巻
四
〇
七
　
元
�
一
二
（
第
一
二
冊
　
四
五
三
三
頁
）

南
方
呼
波
斯
爲
舶
主
。
胡
人
異
寶
。
多
自
懐
藏
。
以
避
強
丐
。

（
33
）
段
成
式
撰
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
六
（『
四
庫
全
書
』
一
〇
四
七
巻
　
七
四
三
頁
下
）

故
波
斯
謂
牙
為
白
暗
犀
為
黒
暗
成
式
門
下
醫
人
呉
士
皐
嘗
職
于
南
海
郡
見
舶
主
説
本
國
取
犀
先
於
山
路
多
植
木
如
狙
�
云
犀
前
脚
直
常
倚
木
而
息

木
欄
折
則
不
能
起

（
34
）『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
下
（『
大
正
蔵
経
』
五
一
　
七
頁
下
）

于
時
咸
亨
二
年
坐
夏
楊
府
。
初
秋
忽
遇
�
州
使
君
馮
孝
詮
。
隨
至
廣
府
。
與
波
斯
舶
主
期
會
南
行
。

『
大
正
蔵
経
』
版
は
咸
亨
三
年
と
見
え
る
が
、
研
究
者
の
間
で
は
義
浄
が
広
州
か
ら
海
路
南
方
へ
向
か
う
の
は
咸
亨
二
年
と
い
う
の
が
定
説
の
よ

う
で
あ
り
（
石
田
幹
之
助
『
南
海
に
関
す
る
史
料
』
生
活
社
　
一
九
四
五
　
一
二
三
〜
一
二
四
頁
な
ど
）、
こ
れ
に
従
っ
て
訂
正
し
た
。

（
35
）『
出
三
蔵
記
集
』
巻
一
四
　
仏
大
跋
陀
伝
（『
大
正
蔵
経
』
五
五
　
一
〇
四
頁
上
）

以
義
熙
八
年
。
遂
適
荊
州
。
遇
外
國
舶
主
。
既
而
訊
訪
。
果
是
天
竺
五
舶
先
所
見
者
也
。

（
36
）『
比
丘
尼
伝
』
巻
二
　
広
陵
僧
果
尼
伝
（『
大
正
蔵
経
』
五
〇
　
九
三
九
頁
下
）

元
嘉
六
年
。
有
外
國
舶
主
難
提
。
從
師
子
國
載
比
丘
尼
來
。（
中
略
）
到
十
年
舶
主
難
提
。
復
將
師
子
國
鐵
薩
羅
等
十
一
尼
。
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（
37
）『
衆
経
目
録
』
巻
一
（『
大
正
蔵
経
』
五
五
　
一
一
六
頁
下
）

（
38
）『
三
論
玄
義
』（『
大
正
蔵
経
』
四
五
　
八
頁
中
）

至
佛
滅
度
後
百
一
十
六
年
。
但
有
二
部
名
字
未
有
異
執
。
百
一
十
六
年
外
有
舶
主
兒
名
摩
訶
提
婆
。
端
正
�
明
作
三
逆
罪
。
後
入
佛
法
。
凡
有
二

事
。

（
39
）『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
（『
大
正
蔵
経
』
五
一
　
三
頁
上
）。
常

禅
師
が
訶
陵
国
、
末
羅
瑜
国
を
経
て
中
イ
ン
ド
へ
向
か
う
途
中
、
船

が
過
積
載
で
あ
っ
た
上
に
「
滄
波
」
に
あ
い
、
船
が
沈
没
し
て
し
ま
う
。
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
舶
主
が
禅
師
を
救
お
う
と
救
命
用
の
小
船
へ
の
乗

船
を
勧
め
る
が
、
他
の
人
を
救
う
た
め
と
し
て
禅
師
自
ら
は
乗
船
せ
ず
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。

「
解
纜
未
だ
遠
か
ら
ざ
る
に
、
忽

た
ち
ま
ち
滄
波
起
き
る
。
半
日
を
経
ず
し
て
遂
に
便
す
な
わ
ち
沈
没
す
。
当
に
没
せ
ん
と
す
る
時
、
商
人
争
い
て
小
舶
に
上
り
、

互
い
に
相
い
戦
闘
す
。
其
の
舶
主
、
既
に
信
心
有
り
。
高
声
に
唱
え
て
師
に
言
う
に
、
来
り
て
舶
に
上
る
べ
し
と
。
常

曰
く
、
余
人
載
る
可
し
。

我
去ゆ

か
ざ
る
也
と
。」

〔
解
纜
未
遠
起
忽
滄
波
。
不
經
半
日
遂
便
沈
没
。
當
没
之
時
商
人
爭
上
小
舶
互
相
戰
鬪
。
其
舶
主
既
有
信
心
。
高
聲
唱
言
師
來
上
舶
。
常

曰
。

可
載
餘
人
我
不
去
也
。〕

（
40
）『
宋
史
』
三
佛
齊
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
〇
八
九
頁
）

雍
熙
二
年，

舶
主
金
花
茶
以
方
物
來
獻
。

『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
一
一
（
第
八
冊
　
七
八
四
五
頁
上
）
で
は
金
花
亦
と
な
っ
て
い
る
。

（
41
）『
宋
史
』
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
一
八
頁
）

（
淳
化
四
年
）
其
國
舶
主
蒲
希
密
至
南
海，

以
老
病
不
能
詣
闕，

乃
以
方
物
附
亞
勿
來
獻
。

（
42
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
一
三
（
第
八
冊
　
七
八
四
六
頁
上
）

（
至
道
元
年
）
大
食
國
舶
主
蒲
押
�
黎
以
方
物
来
貢

（
43
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
之
九
一
（
第
八
冊
　
七
七
五
九
頁
上
）

（
咸
平
元
年
）
詔
曰
大
食
國
王
先
差
三
麻
傑
託
舶
主
�
離
於
廣
州
買
鐘

「
曰
」
と
「
大
」
の
間
に
一
字
見
え
る
が
（「
�
」
か
）、
衍
字
か
誤
字
と
思
わ
れ
、
省
略
し
た
。

（
44
）『
宋
史
』
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
二
〇
頁
）

（
大
中
祥
符
元
年
）
舶
主
李
亞
勿
遣
使
麻
勿
來
獻
玉
圭
。

（
45
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
一
八
（
第
八
冊
　
七
八
四
八
頁
下
）
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（
大
中
祥
符
四
年
）
勿
巡
國
舶
主
蒲
加
心
（
中
略
）
並
詣
行
在
朝
貢

（
46
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
一
八
（
第
八
冊
　
七
八
四
八
頁
下
）

（
大
中
祥
符
四
年
）
三
麻
蘭
國
舶
主
聚
蘭
（
中
略
）
並
詣
行
在
朝
貢

（
47
）『
宋
史
』
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
一
八
頁
）

雍
熙
元
年
（
九
八
四
）、
国
人
花
茶
、
花
錦
（
中
略
）
を
来
献
す
。

〔
雍
熙
元
年，

國
人
花
茶
來
獻
花
錦
（
以
下
略
）〕

（
48
）
拙
稿
「
鳳
首
瓶
の
研
究
―
北
宋
代
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
交
易
の
視
点
か
ら
」
第
四
章
・
第
四
節
所
収
「
朝
貢
使
節
と
外
国
商
人
」

東
京

富
士
美
術
館
研
究
誌
『
ミ
ュ
ー
ズ
』
第
四
号
　
二
〇
〇
二

（
49
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
七
之
三
二
（
第
八
冊
　
七
八
五
五
頁
下
）。『
宋
史
』
大
食
国
伝
は
、「
其
國
部
屬
各
異
名
」
と
し
、
異
名
の
一
つ
と
し
て
勿

巡
の
名
を
あ
げ
て
い
る
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
二
一
頁
）。

（
50
）『
宋
史
』
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
二
〇
頁
）

（
51
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
之
九
五
（
第
八
冊
　
七
七
六
一
頁
上
）

三
麻
蘭
國
主
娶
蘭
遣
使
貢
瓶
香
象
牙
千
年
棗
偏
桃
五
味
子
薔
薇
水
白
沙
糖
瑠
璃
瓶

子

（
52
）
大
食
か
ら
の
朝
貢
品
に
、
瓶
香
、
象
牙
、
千
年
棗
、
舶
上

桃
、
舶
上
五
味
子
、
薔
薇
水
、
白
沙
糖
、
瑠
璃
瓶
が
見
え
（『
宋
史
』
大
食
国
伝

〈
第
四
〇
冊
　
一
四
一
一
八
〜
一
四
一
二
一
頁
〉）、

子
以
外
は
ほ
ぼ
全
て
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
香
料
史
の
研
究
家
で
あ
る
山
田
憲
太
郎
氏

は
薔
薇
水
を
大
食
の
特
産
と
す
る
（
山
田
憲
太
郎
『
東
亜
香
料
史
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
　
一
九
七
六
　
三
〇
四
〜
三
〇
六
頁
）。

（
53
）『
宋
会
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
之
九
一
（
第
八
冊
　
七
七
五
九
頁
上
）

（
54
）『
宋
史
』
大
食
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
一
一
九
頁
）

（
55
）『
宋
史
』
闍
婆
国
伝
（
第
四
〇
冊
　
一
四
〇
九
二
頁
）

其
方
言
目
舶
主
爲
「
�
荷
」，

主
妻
曰
「
�
荷
比
尼
贖
」。

（
56
）『
諸
蕃
志
』
巻
下
　
海
南
　
万
安
軍
界
の
条
（『
四
庫
全
書
』
五
九
四
巻
　
三
九
頁
下
）

城
東
有
舶
主
都
綱
廟
土
人
敬
信
�
卜
立
應
舶
舟
往
来
祭
而
後
行
三
郡
士
子
當
歳
大
比
皆
附
試
於
瓊
管

読
み
下
し
は
藤
善
真
澄
訳
注
『
諸
蕃
志
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
　
一
九
九
一
　
三
二
五
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
57
）
陳
夢
雷
編
『
古
今
図
書
集
成
』（
全
一
〇
〇
冊
　
文
星
書
店
　
台
北
　
一
九
六
四
）
職
方
典
一
二
　
一
三
八
〇
巻
　
瓊
州
府
祠
廟
考
（
第
二
一
冊

五
七
四
頁
中
）
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昭
應
廟
　
在
州
東
北
三
十
五
里
蓮
塘
港
門
其
神
名
曰
舶
主
明
洪
武
三
年
同
知
烏
肅
以
能
禦
災
捍
患
請
敕
封
爲
新
澤
海
港
之
神
祀
忌
豚
肉
往
來
船
隻

必
祀
之
名
曰
番
神
廟

主
要
引
用
文
献

『
景
印
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
全
一
五
〇
〇
冊
）

台
湾
商
務
印
書
館
　
台
北
　
一
九
八
六

『
隋
書
』（
全
六
冊
）

中
華
書
局
　
北
京
　
一
九
七
三

『
宋
会
要
輯
稿
』（
全
八
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中国における西アジア商人
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Both Fan Ke and Bo Zhu are especially wealthy traders and played important role

among the foreign traders who trade with China in the Song Dynasty. Both of them

were received by the state of China as if national guests and were allowed to meet

even with Chinese Emperor himself directly.
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Western Asian Traders in China: Focusing on Fan Ke
（蕃客）（Foreign Visitors）and Bo Zhu（蕃客）
（Captains of Ship）

Atsuhiro Momota

It is well-known that many western Asian traders (Persian or Arabian merchants)

came to China to trade precious commodities from the early times. 

On discussing the terms Fan Ke and Bo Zhu in Chinese documents, I would like to

depict the real images of western Asian traders in China in those days.

The word Fan Ke appears from the northern Wei Dynasty (6th century) to Qing

Dynasty (17th - 20th century). The meaning of the word Fan Ke is visitors from

foreign countries. Many of them, however, actually are the guests who were officially

received by the state of China in kind treatment. Fan Ke especially are the persons in

high rank socially, wealthy merchants, and were regarded as the important persons who

bring China immense wealth.

In the Song Dynasty (960 - 1279), the state of China exclusively traded with Fan Ke

in principle.

Many of Fan Ke seem to be Arabian Muslim merchants in the Song Dynasty.

On the other hand, the word Bo Zhu appears from eastern Jin Dynasty (5th century) to

the Ming Dynasty (16th century). The meaning of the word Bo Zhu is captains of Ship.

In southern part of China, Bo Zhu, additionally, means Persian people too after the Tang

Dynasty (618 - 907), and the word had a thick relationship with Arabian Muslim

merchants after the Song Dynasty.


